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第
一
章

教
育
委
員
会

第
一
節

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
職
務
権
限
は
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
運
営
に
関
す
る
法
律
」
に
示
さ
れ
た
、
地
方
公

共
団
体
が
処
理
す
る
事
務
、
法
律

・
政
令
に
基
づ
く
教
育
の
一
切
を
扱
っ
て
い
る
。

事
業

一
、
小
・
中
学
校
施
設
整
備
の
充
実

一、

美
川
西
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
審
議
推
進

一、

美
川
西
小
学
校
児
童
便
所
改
築
審
議
推
進

教育委員会

一、

美
川
中
央
中
学
校
水
泳
プ

l
ル
建
設
審
議
推
進

一、

愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
の
推
進

一
、
小
・
中
学
校
学
習
交
流
の
推
進

第 1章

一
、
中
学
校
統
合
審
議
推
進
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第
二
章

学

校

教

育

第
一
節

中
学
校
統
合

過
疎
化
の
進
む
中
、
昭
和
四
九
年
三
月
三
日
の
村
議
会
で
美
川
村
教
育
委
員
会
の
、
統
合
に
関
す
る
基
本
方
針
が
公
表
さ
れ
た
。
各

小
学
校
単
位
の
六
会
場
で
、
学
校
教
育
の
現
状
と
長
期
展
望
に
立
っ
た
説
明
を
し
、
村
民
と
率
直
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。

し
か

し、

結
果
的
に
時
期
尚
早
と
、
統
合
の
夢
は
消
え
る
か
に
思
わ
れ
た
が
、
五
一
年
美
川
村
学
校
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
が
編
成
さ

れ
た
。
小
規
模
校
の
問
題
点
・
学
校
統
合
の
長
所
・
学
校
統
合
推
進
上
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
に
よ
り
検
討
し
、
同

年
一
二
月
一
五
日
美
川
村
長
に
学
校
問
題
に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。

ま
ず
、
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
村
の
自
主
財
源
が
多
額
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
状
で
は
統
合
に
は
困
難
性
が
あ
る
の

学校教育

で
具
体
的
な
基
本
方
針
で
対
処
す
る
。

一、

財
源
の
蓄
積

一、

基
金
条
例
の
制
定

第2章

一、

統
合
計
画
の
め
ど

185 

一、

条
件
整
備



|プヲ
円与

谷
一、

統
合
の
財
源
に
充
て
る
た
め
年
次
計
画
に
よ
り
、

毎
年
予
算
の
範
囲
内
で
積
み
立
て
る
。

186 

二
、
統
合
に
伴
う
基
金
と
し
て
明
確
に
す
る
た
め
、
基
金
条
例
を
制
定
す
る
。

三、

基
金
総
額
が
お
お
む
ね
二
億
円
程
度
に
な
れ
ば
、
更
に
内
容
検
討
し
実
現
に
踏
み
切
る
。

四、

統
合
問
題
に
起
因
す
る
、

そ
れ
ぞ
れ
の
前
提
と
な
る
条
件
整
備
に
つ
い
て
努
力
し
、
関
係
機
関
の
協
力
を
要
請
す
る
。

各
小
学
校
に
お

い
て
は
、

地
域
の
盛
衰
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
、
住
民
意
識
の
統
一
を

図
り
慎
重
か
つ
英
断
を
も
っ
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

通
学
距
離
と
体
力
の
問
題
を
は
じ
め
総
合
的
に
諸
条
件
を
検

討
し
た
結
果
、
現
状
を
維
持
し
な
が
ら
教
育
効
果
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
小
規
模
校
化
が
進
む
中
で
の
教
育
効
果
を
高
め
る

た
め
、
創
意
工
夫
と
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
教
育
を
進
め
行
政
と
学
校

・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
学
校
教
育
実
現
を
目
指
す

答
申
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
答
申
を
基
に
、
昭
和
五
七
年
美
川
村
教
育
委
員
会
は
、
中
学
校
統
合
に
関
す
る
基
本
的
な
調
査
基
礎
資
料
を
作
成
。
三
校
同
時

統
合
を
決
定
し
、
村
長
に
報
告
し
た
。
五
八
年
七
月
学
校
施
設
整
備
委
員
会
を
発
足
、

一
年
三
か
月
に
わ
た
り
、
延
べ
三
六
会
場
で
村

民
の
理
解
を
求
め
る
懇
談
会
を
重
ね
、

五
九
年
二
一
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
中
学
校
設
置
条
例
が
制
定
さ
れ
た
(
昭
和
六
一
年
四
月

一日
開
校
)
。
六

O
年
四
月
一
日
か
ら
、
建
築
工
事
に
着
手
の
運
び
と
な
る
。

学
校
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
班

氏

名

職

名

氏

名

職

名

チ
ー
フ

山
下
停
三
郎

高
木
松
太
郎

議
会
議
長
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篠崎高岡天野木高土11皮木下片岡

氏

義雄稔輝雄雄秀 l博~ 久G文{専

名

職

名

土居猪上正岡藤佐本山高山

修彦俊 剛稔 鶴子田 猛

氏

名

職

名
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長

岡

道

一

坪

内

要

小
田
原
英
雄

学
校
施
設
整
備
委
員

収
入
役

教
育
委
員
長

総
務
課
長

天

野

輝

雄

新
谷
養

一
郎

議
会
文
教
厚
生
委
員
長

教
育
長



第
二
節

各
学
校
の
沿
革

仕
七
川
小
学
校

188 

昭
和
三

O
年
四
月
仕
七
川
小
学
校
と
校
名
が
改
称
さ
れ
、
今
年

で
三

O
年
目
を
迎
え
る
。

昭
和
三

O
年
か
ら
五

O
年
ま
で
の
本
校
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

は
、
「
美
川
村
二
十
年
誌
」
に
記
し
て
い
る
の
で
、
以
後
の
一

O

仕七川小学校

年
間
の
歩
み
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
。

こ
こ
一

O
年
の
間
に
も
、
本
村
の
過
疎
化
は
進
み
、
そ
れ
に
つ

れ
て
学
校
の
小
規
模
化
も
と
ど
ま
る
こ
と
を
し
ら
ず
、
昭
和
五

O

年
に
は
児
童
数
も
一

O
三
名
を
数
え
て
い
た
が
、

一
O
年
後
の
現

在
は
五
四
名
と
半
減
し、

複
式
学
級

一
つ
を
持
つ
極
小
規
模
校
と

な
っ
て
き
た
。

今
後
ま
だ
ま
だ
児
童
数
の
減
少
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る。



施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

学校教育

五 五 五五 五。年度
占/、 五 一一一

室修理教床の 講堂部内 足洗場いの 廊下渡のり 講堂部外の 南校舎裏の 校部南舎外 校北舎使所 遊具ベのン 給食室横の 校北舎前の 職室裏員の
内

南校二舎 塗装の 道工水事 屋理線修 塗装 鉄柵取付けり 全塗装の 校手洗南舎 塗装キ 運動場排水路 場足洗いの 完成池の

r廿共~

三室)階教 場工事いの 完成の成フロ

五 五五
年度

九 八七

屋小鳥小 講堂の 南校舎 管理棟 掲示板 給食室裏 チスl 給食室 北校舎需 講堂の 通路の 教室の

の 幕取陪替えり の ハ職室〉員 の の ル の 屋葺根替えき コン 増設電灯

内

修理 塗便所装 塗装石垣車修理 黒板理修 の ク
(六 の及び土間 リl 工

西側 教室廊下) 及び 取付けり 塗装 のコ ト 事
窓の ン 舗装 (六

容の (三 クリ 室教

ア 室教 l 
Jレト

サツ 込打ち

シ み

取付けり
及び

塗装

第 2章
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五五 五
年度

八七三

内

ココ n廿』

ユノ ンノ

クク

J J 
/レ ノレ

優秀学校賞) 優秀学校貰) 

五
年度

九

柔責道1] 小さ

スポツl 親切運動画な図

内

少年団 ・

p十習ム~ 桂r.L=・

コ
ン

ク

ノレ

表
彰
関
係

五四 五三 五二五一五O 年度

内

片甘河

一一
五五五

年度
九七五

内

廿h4 

主
要
行
事
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四

特
記
事
項

。
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
開
催

昭
和
五
八
年
四
月
、
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
校
と
し
て
二
年
継
続
の
指
定
を
受
け
、

五
九
年
一
一
月
次
の
よ
う
な
研
究
主
題
と
実

践
化
を
め
ざ
す
基
本
構
想
に
よ
り
発
表
を
し
た
。

研
究
主
題

「
へ
き
地
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
、
個
人
及
び
集
団
の
活
力
を
高
め
る
学
習
指
導
の
研
究
と
実
践
」

!
個
に
徹
し
、
ど
の
子
も
伸
ば
す
学
習
指
導
|

実
践
化
を
め
ざ
す
基
本
構
想

、‘，J
句
l
ム
，，.‘、

個
に
徹
し
、
ど
の
子
も
伸
ば
す
学
習
指
導

(2) 

表
現
意
欲
を
高
め
、
個
性
を
生
か
す
指
導

(3) 

は
げ
ま
し
合
い
、
み
が
き
合
う
児
童
集
団
令
つ
く
り

こ
の
研
究
大
会
は
、
本
校
職
員
に
と
っ
て
は
最
初
で
あ
り
最
後
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
気
構
え
で
、
お
互
い
の
持
て
る
力
を
最
大
限

学校教育

に
発
揮
し
て
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
子
供
た
ち
が
大
き
く
変
容
し
て
く
れ
た
こ
と
は
教
師
に
と
っ
て
、
こ
の
上
も
な
い
大
き
な
自
信
と

「
ム
つ

-
-
0

4
J

，
J
J
 

各
方
面
の
御
指
導
と
強
力
な
支
援
協
力
体
制
を
得
て
、
大
会
は
成
功
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第 2章
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東
川
小
学
校

19Z 

昭
和
三

O
年
三
月
美
川
村
発
足
に
伴
い
、
美
川
村
立
東
川
小
学

校
と
校
名
が
改
称
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
当
時
の
本
校
の

あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
「
美
川
村
二
十
年
誌
」
に
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
昭
和
五

O
年
以
降
一

0
年
間
の
変
遷
を
年
度
を
追
っ
て
記

載
し
た
。

こ
の
一

0
年
間
に
お
け
る
本
校
児
童
数
の
推
移
を
み
る
と
、

東川小学校

段
と
過
疎
化
現
象
の
進
ん
で
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

つ
ま

り
、
昭
和
五

0
年
度
に
は
児
童
数
回
三
名
で
、

複
式
二
学
級
を
含

む
四
学
級
で
あ
っ
た
。
現
在
は
児
童
数
一
五
名
と
な
り
、
複
式

学
級
を
含
む
三
学
級
の
極
小
規
模
校
で
あ
る
。
今
後
も
児
童
数
の

減
少
は
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。



施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

学校教育

五五 五
四三 一一

校の内 校門内。 南子便器取f男用りt校舎南北両 旗掲揚台固、 道農のと 土校舎裏止 南側外壁改修 年記念典挙行周式 」三和「 堂壁講部内
内

線電気配改修 通路コン、 屋葺替根えのき 鉄製ポ 替付けえ 工事完成 ・ 建記念碑立 ベのン

H廿T・

遊7ス目て 校南必Fコ当 . 

移動の 二階の 創立百

五 五五五五
年度

九 八七 六五

椎茸培始栽閥 替付けえ 講堂入口 ング 化・ 給室へ責 焼却場へ 校横北側舎 運動場周囲 校二南舎 設砂場新

内

給霊食 屋根ベの 取替えり 二複式学級 設通路新の 通設路新の 白フエ の 階南側 北便所改修

γ 室教 ン 球防ネ窓の

設台新L、 塗装キ・ ヘ黒板新設 舗装、 装舗 新設ス 完成トツ サシッ
H廿由

給水 東側講堂 化

天井補修 パイプ 水源地-

三 の窓の

給食用 和橋ヘ 槽水タ サシツ

主
要
行
事

年
度

年
度

~ 
廿

内

内

，...，.. 
廿

第 2章

五

村
幼
児
教
育
研
究
会

193 

五。
村
内
小
学
校
低
学
年
部
研
究
会



五

一
上
浮
穴
郡
複
式
教
育
研
究
大
会

一
上
浮
穴
郡
複
式
教
育
研
究
大
会

一
村
幼
児
教
育
研
究
会

五
八

上
浮
穴
郡
社
会
科
複
式
教
育
研
究
大
会

194 

五
五

村
内
小
・
中
学
校
研
究
大
会

五
六

表
彰
関
係

五 年

県 東j子~ もどl3h | 
内

コ 容
ン

ク

ノレ

優秀校賞〉学

五五
年度八三

内

郡表彰

~百r 
ン

ク

ノレ

優秀学校賞

四

そ
の
他

年
度

内

r与，

壬壬

年
度

内

容

五
六

全
国
学
力
達
成
度
調
査
抽
出
校

五
八

県
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
補
助
金
交
付

創
立
後
、

一O
八
年
の
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た
本
校
は
、
児
童
数
の
減
少
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
、

今
後
も
東
川
地

区
の
教
育
の
殿
堂
と
し
て
教
育
活
動
が
継
承
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



学校教育第2章

黒
藤
川
小
学
校

」
の
一
0
年
間
の
過
疎
化
の
波
は
、
本
校
に
も
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
た
。

昭
和
五

0
年
度
に
は
、
児
童
数
八
八
名
、
六
学
級
で
あ
っ
た

が
、
本
年
度
は
、
児
童
数
二
三
名
、
複
式
の
三
学
級
編
制
で
、
教

職
員
も
五
名
と
な

っ
た
。
そ
の
推
移
の
状
況
を
記
し
て
お
こ
う
。

黒藤川小学校

五五 五四 五三 五二 五一 五O 年度

) 日し

。四五五六七八 童
一二四九 八

五五五六六六
級学

教

一 員
七七" 七九 O 九

六。 五五五五 年度
九八七六

J 日い
一一一一一一一
0 三七 O 五 童

三三四四四

品級寸ゐー

五五六六六
教員

195 



施
設
・
設
備
の
充
実

五五五四五三 五二五一 五0 年度

一

え 三 校屋舎根 デピ 放送設備 校舎 梯雲 机・ 校舎
下階廊 オ の・いの

内
の 機器 の 側西 っ輸新設り すス 補強

集会室 修理 購入の 更新 修理窓の チル! 工事

時室員 給食室修理 使所の 球防ネツ (ルアミ 給食室 空三年次) 屋設定新小
H廿~ 

校長室 修理 設置ト サシツ 修理の

の ~、ヂt、2JR 、
床
の
張

替り

五 五 五五
年度

九 八 七六

校壁調 普通教室 運動場フ 購入イタI 健室設保新 転、 校舎の 室設置音楽

内

垣補便所襲石強 ハ五五八1 給責室修理 ボラドl i 

?d♂ーr

九Z〉 手タラ 正〉主移 主

主
な
行
事

年
度

村浮上
内孟教
高見研
学雪~教
年 筈科
部品研
会窓究
研22会
究芸
会

〆ヘ
算
数、J

(算
数
)

年
度

内

~ 
廿

~ 

廿

内

五

上
教
研
教
科
研
究
会

五
O 

(
国
語
〉

(体
育
〉

上
教
研
教
科
研
究
会

五
六

五

196 



五五五
九八七

器楽 二

校箆学) 

f県「 60 
. 、ーノ

59 

6、J0 

表
彰
等

五五五 年度
七五四

郡P 全 全本日
T 本日

A よよ 内

大会優良 歯い 歯い
のの

こ 校喜学 校学喜

会もど ハ全国 ( 全国

H廿T・

一
五五 年度九入

郡P ハl 

T ト

A 記念財団よ

内

容

現
在
の
校
舎
は
、
昭
和
一
四
年
二
月
着
工
、
一
六
年
七
月
に
落
成
式
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
後
の
破
損
も
ひ
ど
く
、
現
在
、
老
朽
危
険

学校教育

校
舎
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
六
一
年
四
月
に
は
、
美
川
中
学
校
発
足
と
と
も
に
、
現
在
の
黒
藤
川
中
学
校
へ
移
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

消
え
ゆ
く
校
舎
、
年
々
減
少
す
る
児
童
数
:
:
:
衰
勢
の
感
が
な
い
で
も
な
い
が
、
子
供
た
ち
は
、
明
る
く
純
朴
。
地
域
の
人
々
も
人

情
豊
か
で
、

学
校

へ
の
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。
こ
の
八
月
、
校
区
全
戸
の
温
か
い
御
協
力
で
校
旗
を
新
調
し
て
い
た
だ
い
た
。

第 2章

こ
の
黒
藤
川
小
学
校
に
寄
せ
る
地
域
の
か
た
が
た
の
熱
い
思
い
の
秘
め
ら
れ
た
こ
の
校
旗
の
下
に
、
児
童

・
教
職
員

一
丸
と
な
っ

197 

て
、
す
ば
ら
し
い
歴
史
と
伝
統
を
継
承

・
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。



四

二
箆
小
学
校

198 

美
川
村
二
十
年
誌
に
続
き
昭
和
五

0
年
度
以
降
一

0
年
間
の
本

校
の
歩
み
を
ま
と
め
て
み
る
。
双
生
矢
竹
な
ど
も
あ
り
、
伝
説
も

多
い
地
区
で
あ
る
が
、
高
度
成
長
の
波
は
山
村
に
も
就
業
な
ど
諸

面
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
結
果
、
人
口
の
流
出
、
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
典
型
的
な
過
疎
地
で
あ
る
。

開
校
当
時
は
、
本
校
八
七
名
、
沢
渡
分
校
四

O
名
、
計
一
二
七

ニ箆小学校

五
0
年
度
で
は
三

O
名、

名
を
数
え
た
が
、

五
九
年
度
は
三
名
に

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
郷
土
の
自
然
を
愛
す
る
気
持
ち

に
変
わ
り
な
く
、
毎
日
の
学
習
に
励
ん
で
い
る
。



施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

五五五五五三 五一五0 年度

一

理屋大修本館根 グラ パス アコ 理庫大修体育倉 成校道完学用車 土問ウケ l コ
ンツデ ン 内
ド トィ ク

照成夜間申Y明E ゴオ リ
l ン I

球防不ル テカンl 完成ト
H廿~ 

ツ及u 

設置ト 幕設舞台備

五五 年度
七六

内

廿~ 

改修

学校教育

主
要
行
事

上
浮
穴
郡
道
徳
研
究
ぷ』= 

年
度

戸鳥，

在

年
度

内

，.，.". 

廿

内

第 2章

五

郡
・
地
教
委
・
校
長
会
・
合
同
訪
問

199 

五。



五五
四 三

五五 五
九六 五

班班

200 

表
彰
等

五五五五
年度

七 六五三

内

廿H 骨

T T 連会F) 口h 

A A 

連会)合 連会) 合

五 五五
年度

九 九八

大奨文部励賞臣 優愛護班良一 内

H廿T・

昭
和
五
七
年
度
か
ら
教
頭
の
配
置
が
な
く
な
り
、
続
い
て
五
九
年
度
か
ら
、
校
長
は
黒
藤
川
小
学
校
と
兼
務
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
児
童
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

素
直
で
純
朴
な
本
校
の
児
童
に
と
っ
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
社
会
連
帯
感
の
育
成
で
あ



る
。
集
団
の
中
の
一
人
、
社
会
に
生
き
て
い
る
一
人
で
あ
る
と
い
う
社
会
連
帯
感
を
育
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
本

校
で
は
、
児
童
一
人
一
人
を
見
つ
め
、
そ
の
個
性
、
能
力
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
個
に
徹
す
る
指
導
を
実
践
し

て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
個
々
の
能
力
を
全
体
の
中
で
生
か
す
べ
く
、
『
考
え
る
子
』

『が
ん
ば
る
子
』
『
や
さ
し
い
子
』
『
は
た
ら
く
子
』

と
い

っ
た
本
校
の
児
童
像
を
設
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
個
性
豊
か
な
人
間
性
を
持
ち
、
し
か
も
、
社
会
連
帯
性
を
も
兼
ね
備
え
た
調

和
の
と
れ
た
人
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る
。

学校教 育第2章

201 



玉

美
川
西
小
学
校

202 

昭
和
五

0
年
代
一

0
年
間
の
西
小
の
歩
み
で
特
筆
す
べ
き
こ
と

は
、
何
ん
と
い
っ
て
も
体
育
館
(
美
川
西
小
学
校
屋
内
運
動
場
)
の

落
成
で
あ
ろ
う
。
都
内
屈
指
と
称
さ
れ
る
こ
の
体
育
館
は
、
開
校

百
周
年
・
現
在
地
移
転
五
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
村
当
局

の
英
断
と
校
区
住
民
の
熱
い
思
い
が
結
集
し
て
完
成
し
た
も
の
で

ふりる。

美川西小学校

以
来
、
学
校
体
育
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
体
育
の
殿
堂
と

し
て
、

ま
た
、
学
校
行
事
・
各
種
の
社
会
教
育
関
係
行
事
な
ど
の

中
心
会
場
と
し
て
そ
の
機
能
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
て
い
る
。

ハ
昭
和
五
四
年
三
月
二

O
日
・
式
典
挙
行
〉



施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

五五五四 五三五二 五一五O 年度

内

草tにγ E百周守 襲調理重造 品下等〉
片廿?・

現在地移転五

十
周

一一

五九 五五五 年度
八七六

内

子 グ 通路成7G 

容|

学校教育

主
要
行
事

一

内

一

美
川
村
体
育
研
究
会

一
上
浮
穴
郡
学
校
給
食
研
究
会

一
美
川
村
社
会
科
研
究
会

五
五

年
度

年
度

内

~ 

苛

，.，..，. 

廿

五。

五
回

上
浮
穴
郡
教
科
研
算
数
研
究
会

第2章

同
和
教
育
巡
回
指
導
訪
問

五

203 

美
川
村
学
級
経
営
研
究
会



五五
七六

五
九

幼事関

上

教
科
研

研
究
会

204 

表
彰
等

五五
年度

内

H廿~ 

五
年度ー/、

内

四 含令手ゴ守・・

郵政長局国

四

特
記
事
項

。
小
規
模
化
・
複
式
化

昭
和
三

0
年
代
当
初
(
西
小
発
足
当
時
)
は
児
童
数
は
三

O
O名
を
超
え
八
学
級
の
学
校
規
模
で
あ
っ
た
が
、
過
疎
化
の
進
行
に
よ
る

児
童
数
の
減
少
に
よ
り
、

五
七
年
度
か
ら
複
式
校
と
な
る
。
(児
童
数
五
四・

学
級
数
五〉

少
人
数

・
複
式
学
級
と
学
校
の
現
実
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
こ
こ
に
教
育
の
原
点
を
求
め
、
少
人
数
・
複
式
の
劣
性
と
見
ら
れ
る

も
の
を
転
じ
て
優
性
と
す
べ
く
、

校
訓

「
学
ぶ
子
・
強
い
子

・
や
さ
し
い
子
」
の
具
現
化
を
め
ざ
し
、
地
域
あ
げ
て
の
理
解
と
協
力
を

得
て
、
個
に
徹
し
た
師
弟
同
行
の
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
る
今
日
で
あ
る
。



....L. 
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学校教育第 2章

美
川
南
小
学
校

美
川
村
二
十
年
誌
に
続
き
、
昭
和
五

0
年
度
以
降
一

0
年
間
に

お
け
る
、
本
校
の
歩
み
の
概
要
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

科
学
技
術
の
進
歩
、
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
人
口
の

都
市
集

中

山
村
の
過
疎
化
が
急
速
に
進
む
に

つ
れ
、

終
戦
当
時

(
昭
和

二

O
年
〉
二
七
一
名
で
あ

っ
た
児
童
数
も、

O
年
に
は

二
四

名
、
四

O
年

・
二

O
二
名
と
徐
々
に
減
少
し
始
め
、
五
O
年
に
は

美川南小学校

九
四
名
、
五
九
年
現
在
、

わ
ず
か
二
八
名
と
急
激
に
減
少
し
て
し

ま
っ
た
。

こ
う
し
た
中
に
あ

っ
て
も
、

い
に
し
え
の
文
化
の

里
の
誇
り

と
、
地
縁
生
産
共
同
体
と
し
て
、
地
域
に
根
づ

い
て
い
る
連
帯
意

識
、
や
さ
し
い
心
情
、
た
く
ま
し
い
勤
労
意
欲
に
は
ぐ
く
ま
れ
た

ひ
ら

伝
統
的
精
神
の
上
に
、

校
訓
碑
に
刻
ま
れ
た
『
未
知
を
拓
く
』
の

精
神
の
具
現
化
を
目
指
し
、
「
気
づ
き
考
え
実
行
す
る
」
を
合
い

一口
葉
に
、
自
主
的
積
極
的
で
、
実
践
力
の
あ
る
南
小
の
児
童
が
育

205 

っ
て
い
る
。



施
設

・
設
備
の
充
実
状
況

五 五 五
五O 年度

一一一 一 一一

一

創立 合並鳥 伸び 階下 道路横 舎の 給食室前 VT 飲料z滅菌器設置k 傘棚 壊し 風台

百 ょに 外壁 R 産物棚Eを量補tを修こ五
記周年念砕 標び高に 明たるくく 集会室(二 駐車場新設にを 修理を ・ 等視聴機器購覚を入 号によ

内

未知「 標高三 まLく 〉教室分 理科室裏をア 土間 散飛L り

容

拓を 六五メ 校訓碑設置をの 完成 スフプ 新設に 校舎屋根た

Lく"' J ノレ

t主主i主p とト 舗一使所ト r一教室、

像 蓄碑 . 

設 校 倖1

一
五五 五 五五五

年度九八 七 六五回

旗掲揚国ポ 建便所替え 給食室部内 崩れ工防止 風ー三号台 防球ネトツ 駐場車を 給蚕食・ 北商校舎窓 設更新放送備を 音楽室改装 置アノピ・
内

に 蓄装 iを 要

H廿曹

了

土i同長

崖

206 



主
要
行
事

五三 五二 五一 五O 年度

創立百 美川村F 浮郡上穴 美川村高A て年研究会「 内

年周記委典 AT ( 教事) 

(一O一月 指導者研究集会 理科研究会
P廿4守・

。、目--' 

五五五 年度
九六 五

内

?fコF・・

表
彰
等

年
度

内

H4 

廿

児
童
貯
金
、
四
国
郵
政
局
長
表
彰

五昭
和
六

O
年
以
降
、

複
式
学
級
三
学
級
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
が
、

へ
き
地
小
規
模
校
の
持
つ
弱
点
を
克
服
し、

積
極
的
に
そ
の
特

学校教育

性
を
生
か
し
、
社
会
性
の
育
成
に
留
意
し
つ
つ
、

一
人
一
人
が
生
き
る
魅
力
あ
る
学
校
ゃ
つ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

第 2章

207 



七

仕
七
川
中
学
校

208 

美
川
村
二
十
年
誌
に
続
き
昭
和
五

0
年
度
以
後
一

0
年
間
の
本

校
の
歩
み
を
ま
と
め
る
。

科
学
技
術
の
進
歩
、
経
済
の
発
展
は
産
業
・
就
業
の
諸
面
に
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
山
間
地
域
の
本
校
区
で
も
人
口
の
流
出

は
大
き
く
過
疎
化
は
急
激
に
進
み
、

そ
の
傾
向
は
今
も
続
い
て
い

る。

仕七川中学校

開
校
当
時
三
三
六
名
で
あ
っ
た
生
徒
数
は
五

0
年
度

五

名
・
五
九
年
度
四
九
名
と
な
っ
た
。

生
徒
数
は
減
少
し
た
が
、
水
と
緑
の
郷
土
を
愛
す
る
気
持
ち
に

変
わ
り
は
な
く
玄
関
前
の
縦
の
大
木
と
と
も
に
生
徒
た
ち
は
、

た

く
ま
し
く
、
そ
し
て
明
る
く
育
っ
て
い
る
。



施
設
・

設
備
の
充
実
状
況

五五五 五。年度
五回二

告炉一 再か 側読教棟北 書場に 聖水源及び
内

設新に 〈二8成完ト (六き 殺菌装置震
H廿~ 

メ

ト

ノレ
¥..../ 

五九 五五 年度
七六

音楽室書室図 机林教室間の・ 体東側通路育館 理棟屋全面管根 内

廿~ 

主
要
行
事

学校教育

五五 五四 五三 五二 五一 五O 年度

内

~ 

五五 五五 年度
九八 七六

愛媛県 愛媛県 美川村

内

廿同』

な 苦成f乍士

る
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表
彰
等
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年
度

年
度

~ 

廿

内

，..，... 
qコ・

内

五
三
五
四
五
五
五
六

地
域
に
根
ざ
す
学
校
教
育
優
良
校
(
県
教
委
〉

全
日
本
よ
い
歯
の
学
校
(
日
本
歯
科
医
師
会
)

愛
媛
県
青
少
年
剣
道
大
会
優
勝
(
剣
道
連
盟
)

全
日
本
よ
い
歯
の
学
校
表
彰

(
日
本
歯
科
医
師
会
〉

優
良
青
少
年
団
体
知
事
表
彰

(愛
媛
県
知
事
)

全
日
本
よ
い
歯
の
学
校
表
彰

(
日
本
歯
科
医
師
会
〉

県
中
学
総
体
剣
道
個
人
優
勝
H
滝
下
政
雄

五
七

五
八

四

特
記
事
項

O
秋
季
運
動
会
に
歴
代
校
長
来
校

昭
和
五
八
年
九
月
二
三
日
、
秋
季
運
動
会
へ
の
招
待
に
こ
た
え
て
い
た
だ
き
初
代
岡
田
虎
太
郎
校
長
は
じ
め
歴
代
の
校
長
先
生
が
た

が
そ
ろ
っ
て
来
校
さ
れ
た
。
生
徒
は
も
と
よ
り
地
域
の
か
た
が
た
に
喜
ば
れ
新
聞
紙
上
に
も
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

昼
食
後
の
一
と
き

思
い
出
多
い
校
地
を
回
ら
れ
話
に
花
が
咲
い
た
。
殊
の
外
、
玄
関
前
の
縦
の
木
に
触
れ
て
の
感
無
量
の
お
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

O
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
(
中
学
校
部
会
〉
開
催

昭
和
五
八
年
四
月
、
愛
媛
県
へ
き
地
教
育
研
究
校
と
し
て
二
年
継
続
の
指
定
を
受
け
五
九
年
一
一
月
研
究
発
表
大
会
を
も
っ
た
。

げ
生
き
生
き
と
し
た
生
徒
の
育
成
を
図
る
教
育
の
実
践
的
研
究
μ

を
主
題
に
・
:
素
直
な
心
で
・
感
動
あ
る
体
験
を
求
め
て
:
・
を
心
と
し

て
の
研
究
推
進
で
あ
っ
た
。
美
川
村
全
校
の
御
支
援
を
得
て
大
会
は
成
功
裏
に
終
了
し
た
。
こ
の
研
究
推
進
を
通
し
て
生
徒
た
ち
が
、

の
空
に
流
れ
る
。

明
る
く
素
直
に
、
そ
し
て
た
く
ま
し
く
伸
び
て
く
れ
た
こ
と
は
何
に
も
代
え
難
い
成
果
で
あ
っ
た
。
今
日
も
、
明
る
い
歌
声
が
仕
七
川



八

学校教育第2章

黒
藤
川
中
学
校

昭
和
五

0
年
代
の
大
き
な
変
化
ば
二
つ
あ
る
。
そ
の
一
つ
山
仙
、

高
度
経
済
成
長
と
科
学
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
都
市
へ
の
人
口

流
出
が
甚
だ
し
く
、
過
疎
化
が
急
激
に
進
み
、
昭
和
三
七
年
度

七
九
名
い
た
生
徒
が
、
六

0
年
度
に
は
わ
ず
か
に
二
四
名
に
激
減

し
て
い
る
。

今
一
つ
は
、
昭
和
四
二
年
一

O
月
以
来
の
国
鉄
二
箆
パ
ス
が
五

黒藤-)11中学校

九
年
七
月
一一一一

日
に
廃
止
と
な
り
、
二
箆
地
区
通
学
生
達
の
足
が

奪
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
村
理
事
者、

教
育
委
員
会
な
ど
の
御
高

配
に
よ
り
、
二
箆
小
学
校
区
通
学
生
教
育
基
金
を
い
た
だ
き
、
自

転
車
を
購
入
し
、

P
T
A
の
か
た
が
た
で
ト
チ
ザ
コ
に
自
転
車
置

場
を
設
け
、
雨
に
も
負
け
ず
、
風
に
も
負
け
ず
元
気
に
通
学
し
て

い
る
。

211 



施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

五三 五二 五一 五0 

鉄国 連動場防球網完成 置 前宿直室造を改し 導入 階上 場完成 へ
内

K世.，. 

九五五五五 五五 年度
八七六 五四

焼却炉横 球網張防 職室員及び 石類等貯蔵庫新設油 新のいし 藤社地区 子便所大改修男
内

坂道沿の 替えり。 チイ十 は

い 校長室入 にム 美川央学校中中区 〈個入用と

の 偶路修北ホ改 改修口 変更
廿，...". 

Y路改修I 重tこ 〉なる

ピ
ツ

グ
J、え

:/ 

主
要
行
事

五五 五二五O 年度

内

流施交A て習実「 の

h廿..，・

郡教科等究研 会成徒結生をのL 、

五五
年度j¥， 1て

内

理科 の

同乍1押・ | 

特別活動 交流学習実施

郡教科等研究

212 



表
彰
等

五 五
年度

四三

全本日 進協議よ 芸国タ 長台ょ 年永に

よ ラわ 内

い プ重状 た

歯の 表彰り 環境美化の 気観業象測務る

，校表彰で~ 事にf 
H廿守令

( 歯会) 本科医師日 L 、 t乙郡 対し

コ

推テイニュ 大阪管区気象

五五五
年度

七六五

内

廿，.，.". 

文
頭
に
あ
る
校
章
は
、
昭
和
二
三
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
由
来
は
、
黒
藤
川
地
域
に
自
生
す
る
大
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
の
花
を
図
案
化

つ
る

つ
き
な
い
根
気
力
、
青
々
と
強
靭
に
伸
び
る
蔓
は
、
個
性
の
伸
長

し
た
も
の
で
、

ツ
ヅ
ラ
の
ご
と
く
し
っ
か
り
と
大
地
に
根
を
張
り
、

を
意
味
し
、
そ
の
う
え
誠
実
・
親
切
で
や
さ
し
い
郷
土
の
美
風
を
象
徴
し
て
い
る
。
ま
た
、
校
訓
「
志
を
た
て
、
気
迫
を
も
て
、
自
ら

な
せ
」
の
三
項
目
を
表
現
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

学校教育

黒
藤
川
中
学
校
生
徒
は、

年
々
減
少
し
て
は
い
る
が
、

り
っ
ぱ
に
伝
統
を
守
り
故
か
ん
と
、
朝
に
タ
に
「
霊
峰
の
明
神
山
」
「
四
国

の
山
の
白
眉
た
り
」
「
清
ら
の
流
れ
と
こ
し
え
に
」
「
先
人
の
業
伝
え
ん
我
等
」
「真
理
の
道
を
励
ま
ん
我
等
」
と
校
歌
を
歌
い
続
け

て
、
建
学
の
精
神
を
継
承
し
、
校
訓
の
実
践
化
を
目
指
し
て
、
校
舎
入

口
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
の
ご
と
く
、

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
る
。

第2章
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-. 
3昭E
・ミニa.三ヨ戸

九

美
川
中
央
中
学
校

214 

司11)

高Jj

造

節
度
を
ま
も
る

(生活目標〉

自

主

礼
儀
を
た
だ
す

(校

節
約
に

つ
と
め
る

協

力

H

伝
統
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
伝
統
を
創
造
し、

人
間
性
豊
か

美川中央中学校

で
実
践
力
の
あ
る
生
徒
を
育
て
る
μ

こ
と
を
基
本
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
生
徒
像
を
描
く
、
師
弟
同
行
の
学
び
舎
で
あ
る
。

付
自
己
の
目
標
を
定
め
努
力
す
る
生
徒

。
何
事
に
も
力
い
っ
ぱ
い
や
り
ぬ
く
生
徒

同
体
位
・
体
力
に
応
じ
て
運
動
す
る
生
徒

制
相
手
の
立
場
が
理
解
で
き
る
生
徒

伺
人
や
物
に
感
謝
を
忘
れ
な
い
生
徒

あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て
努
力
し
て
い
る
。



施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

五五五五
年度

ハ五二

七五八四 九

ー. . . 
一一 内一一
一 一一 一

の ガ・ 二第り 校学り 報災知機火・

r世，L，. 

通路大改修を 主事理払下調台ス ルl 運動場崩壊、 無人化開始の

起工式 翌年五 耐金庫火

五五五五 年度 | 
九八七六

一八三九八八四九。
ーー・・・ー・・
一 内一一
四二 二三 O 六八

体育館 運動場拡張 第二ス 自 第一ス 運動場問回 運動場

の ト転E場を ト の
H廿?・

主
要
行
事

学校教育

五三 五二 五一 五O 年度

ー圃圃圃圃圃圃・ ・・・・・・4・・ ・・・・・・d‘ ・・・F唱-・

000  0 . . . . 
一 一一 内
七三九九

郡教室研究会 郡教科等研究会 郡科等究会教研 等郡教科研究会
容

国理音特. . 
数、.__/社¥.../楽、，J 活¥.../ 

五五 年度
六五

一七七六
一
ー. . . 

一 一 内一
ハ三一四

郡校長会 郡教科等究会研 竣工式ルプl、 郡教科等研究会
同廿唖
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五
七

-L... /、

二
四

郡
教
科
等
研
究
会
(
特

活
〉

五
九

一0
・二ハ

郡
教
科
等
研
究
会

(道
・
数
)

216 

五
九

-L... /、

一
五

県
同
和
課
の
同
和
教
育
指
導
訪
問

表
彰
等

五五五
年度八六三

一
一五六。
. . . 
一一 内

六 O 二

会長か 優県良P 優秀で 全木材加国 連・ 子庭女球部

容

E篠 る。 よ
主P 宰最 品教

五九 五八 年度

ーノ、 ~ 

一一. . 
一 内
二七

感謝状受領ら 感謝状受領ら 模範でと

令"'"ゴ，・

で し

模範と 久て

てし 万警察

四

そ
の
他
特
記
事
項

I一一
年
度

内

容

五
四

-1:: 

山
口
勝
美
教
頭
病
気
療
養
中
二
月
二
七
日

逝
去
、
学
校
葬
を
実
施



仕
七
川
小
学
校

学校教育

五九五五五五五五五五五O 年度八七六 五四三二 一

玉井 井玉
中

井向

歴代校長氏名11 " 11 11 11 
矢
11 

康時
洋 一

喬 一

一一
数職貝

八八八九 o0 八九八八

五五五六六六六六六六

数級学

二 二 二三四七四四四九四五 男
主コy包目邑U 二一 四八五三 六七 七

女
. 

三三 二二三 三三三 四四

襲
二四 九九コ コ二 七一六

一
五五五六七八。 七八九。 o E十
= 八七四六 八四 三

東
)11 

一一一一「つ重一|小
野 )11 I tt: |代 |干
上崎 | 校|校

長 清 |霊
重規 I~ 

職
員

互___A_Iーと
:予

級

四四|数

年
度

第 2章

五。五

五九 五五五五五五五
八七六五四三二

M 居新田 p 

ノl、 芦回盆ヰ

石
11 
H J支 11 

久
武雄 日青

四四四五五五五 五

三三三四四四四 四

一一一一一
四七九二二二四四

一一一一一一一 一
一二三六七八四 一

一一 一 一一一一一一一
五九二八九 O 八五

黒
藤
川
小
学
校

5十

六五 五五 五四 五三 五二 五一 五0 年度

野品 宮下 竹回

歴代校長氏名11 11 11 11 

忠夫 夫綱 清ー

一
六七七七九 O 九

四五五五六六六

数級学

一一一 一 一 一一一一 男一 一一
童~'C. 四六九七八五九

二二三三三 四四 女

徒数生一回二五六四九

計三 O四 五五六七九 八
五 一 二四 八

217 
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五
七

米
子

" 

五六六

一一一
一一 一一一

一九一
一五一

一一一

安
男

三四 四

五
八

" 

五
九ニ

箆
小
学
校

五五五五五五五五五五。 年度
九八 七 六五四三二一

子米
武 石

本田

校歴代長氏名智 崎

" " " " " " 
安男 修 ，7b12b 2 夫芳

三三三四四四四四五五

職数員

二二二三三三三三四四

級数学

一一一 男
=長児ι 主o 0 一二三六八 O 三六

一一一一 一 一 女

徒数生三四六七一二一四五四

一 一一一一一一一 一 一
三四七九四八九四八 O

三

O
一

二
七
一

二
三
一

美
川
西
小
学
校

218 

五五五五五五五五五五。 年度
九八七六五四三二一

水 新
武智 ~浦~ ノ

歴代校長氏名
田

U-I 
" " " " " " 

敏贋 賢
繁雄 博敏

一一一一一一一一
職数員

八九 O 一一一一一一一

四 五 五六六六六六六六

級数学

ニニ二 二 三四三四五六 男
童児四七七八三二九九五一

二二二三三 四 四 四五五 女

生徒数0 六 七 二 一 O 一 六 ー コ
一 一

四五 五。六 六八八九 O 一
四 三 四 四二 O 五六四

美
)11 

--τー「寸重一|南
語|代|金
| 書(; ザ-

'd'. I 長 !校
官 |氏
回|名

職
~ 

ムムート笠-
~与
寸ー

級

ー」ム|数

七
j¥ 

一一 円了1 1 m 一 … 目 土 一一一 ι斗 I 7J I I日
七 七金
一 一

・
四 回 |女|生
二一主ーしー|徒

数

年
度

五。

九
四

五

" 



五五五五五五五五
九八 七六五四三 一

高
近藤

上

橋
岡

11 11 11 11 11 

{惰
倍良 哲男

六六七七六七八八

四四五五六六六六

一 一 一 一一一一一一
一 一一 一一一

三五 一一 四 九

一 一一一。回一 一一一 一 一
五 = 四五四六

二三四四四五 0六 0七
八六五六六五

仕
七
川
中
学
校

学校教育

五五五五五五五 年
六五四三二 一 O 度

福票郎良 11 " " 毛利輝虎 w 福直行島 壁民言詰

九八八八八九九 職星

ゴ 三 三ゴ三四回 学級数

二 二 三四五五五男 v回L 
九 七 四六 一 八七 童

二二 二 四四六五女企生と
一 六 七 六八 O 入 数院

五五六九九 一一 計
0 三 一二 九八五

第2章

黒
藤
)11 I 
中
~ 
'=F 

校

五
七

/¥ /¥ 7t 

一一一一一一一一一

一一一
二一
一一一
一一一
二
七
一
一一 一一一一 一- ---'--一一 /、 一ー

四五六
九八三

11 

五
八

五
九

五五五五五五五五五五。 年度
九八七六五 四 三 二一

青 井元く 石丸 二神

長歴代校氏名p 井

" " 11 " 11 一
法明 敏雄

勇 男

七七 八八八八八八七七

職数員

一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一 一一

数級ρ寸'-'ー-

一一一一一一一 一

一 一一一二二三三四四 男
ニB/I£目し主E 0 二八六五七九五 一 三

一 一 一一一一一 一一一一 一 一 女

徒数生
一一一一一一 一 一

八七四六八二四六五九

二 二四四五五七七六七
八九二二三九三一六二

219 



五五五五五 五五 五五五。 年度
九八七 六 五四 三 二一

本田
木 依

歴校代長氏名11 11 11 11 1/ H 村 11 
岡

芳夫
孟 誠

一一一一一一一一一一
峨数貝

o 0 0 0 0 0 000 一

三三三三三 三 三三三四

級数Aヴ時ー

二三四四五四五六五六 男
童!，¥しヨ五一六六 一四五 O 九六

三二三三三五五六六六 女

徒数生三九一三九二九一一六
一一一一

五六七七。九九六 一二二三
八一七九 四一 O 一

美
川
中
央
中
学
校
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五 五 五 五 五 五 五 五 。五 四
年

八 七 ーr、a 五 四 一一一 一 一 九一 度

一
生卒

一 一 一 一 四 五 徒業一 一 一
四 j¥ 七 五 ~ 五 四 七 五 五

一 一 一 一 一 一 一 一
一一一 九 五 一 ~ 一一一 一 七 一 一 男 進一 一 一 一

一 一 一 一 一 一一
九 七 一 一 九 七 。七 五 女

A寸:2与

一 一 一 一 一 一
ーr、4・ /'、a、 一一 五 。 四 五 七

。一 一 一 一 一 五 /¥ 四 九 男 就一

一 一 。。。一 七 五 ~ 七 女
職

一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 。ーJム"・ 言十

家。。。。。。。。。。男
事

。。。。。。。。。。女 従
事。。。。。。。。。。
各。。。。。一 。。。一 男一
種

。。。。。一 。。。。女 て戸以f-

一一
校。。。。。一一 。。。一 5十

。一 。一 。 一 一一一 四 四 男 定

時

一 一 。。。。。一一 五 一一 女一一 告リ

一 一 。一 。一 一 ~ 九 七 言十一
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五 五 五 五 五 五 。五 四
年

八七 ム/、 五 四 一 一 九一 一 度

一 一
生卒

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 徒業一 一 一 一 一 一 一。 一 /¥ 九 四 )i，、 一一

一 一 一 一 一
五 四 一 。一 七 一 ム/、 男 進一 一 一

一 一
四 。五 五 ーノ¥ 五 A 五 /¥ 一一 女

学

一 一 一 一 一 一 一一
七 五 ~ ーノ、 ー/， ~、 五 八 。九 計
一 。一 一 四 四 五 男 就一 一 一 一

一 一一 一 一 一 一一 一 四 /¥ 女一 一一 一一

一
~ 一 四 一 七 四 "j;、a 八 一一一 言十

。。。。。。。。。。男
。。。一 。。。。。。女 従

事。。。一 。。。。。。言十
各。。。。。。。一 一 一 男一 1霊。。。。。。。。。。女 学
校。。。。。。。一 一 一

。。。。。。。一 一 一 男 定
時。一 一 一 。。一 。四 七 女
ffiU 

。一 一 一 。。一 一 五 A 一 一 一

黒
藤
川
中
学
校
進
路
一
覧
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五 五 五 五 五 玉 五 五 五 四 年度
)¥ 七 ー/'¥ 五 四 一 一 。九一 一

生卒

一 一 一一 四 四 一一 四 五 四 徒業

一一 七 一一 一 。九 一一 一

一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一
一 四 七 四 /'¥ 九 八 中/'¥  一 一 男 進一

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一。一 。ー/よ、ー 一一 七 七 。)¥ 。女
A寸主ιー

一 一 一一 一一 一一 一一一 一
五 七 。九 ~ 五 ー/ム、4・ 九 言十

一 一 一 。 一 一 九 七 男 就一 一 一

。一 一 。一一 一 一 五 一一 一一 女一一 日哉

一 一
一 一 四 一一 四 一 ~ 一 。言十

一一
家。。。。。。。。。。男
事

。。。。。。。。。。女 従
事。。。。。。。。。。5十
各

一 。。。。。。。。。男
種

。。。。。。。。。。女 A寸1ー. 

校

一 。。。。。。。。。言十
。。一 。。。一 。一 一一一 男 定一 一

時-。。一 。。。。。。。女
1~U 

。。一一一 。。。一 。一 一一 E十一 一
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第
三
章

社

会

教

育

昭
和
五

0
年
代
の
社
会
教
育
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
、
「
物
」
か
ら
「
心
」
へ
の
転
換
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
三

0
年
代
後
半
か
ら
四

0
年
代
中
期
に
か
け
て、

全
国
的
に
高
度
経
済
成
長
に
沸
き
、
「
消
費
は
、
美
徳
な
り
」
の
流

行
語
が
生
ま
れ
、
世
は
正
に
使
い
捨
て
の
時
代
で
あ

っ
た
が
、

四
八
年
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
物
資
の
不
足
と
い
う
パ
ニ
ッ

ぜ
ロ

ク
状
態
を
経
験
し
た
。
そ
う
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
物
価
が
高
騰
し
、
や
が
て
経
済
は
、

0
成
長
あ
る
い
は
低
成
長
期
を
迎
え
た
。

そ
の
よ
う
な
世
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
、
人
々
は
高
度
経
済
成
長
下
の
物
の
豊
か
さ
の
中
で
見
失
っ
て
き
た
「
心
」
を
取
り
戻
す
ベ

く
、
そ
れ
を
教
育
に
求
め
ら
れ
特
に
社
会
教
育
に
そ
の
課
題
が
大
き
く
課
せ
ら
れ
た
。

そ
の
具
体
策
と
し
て
、
生
涯
教
育
、
生
涯
学
習
の
重
要
性
が
大
き
く
叫
ば
れ
た
。

本
村
に
お
い
て
も
、
村
守
つ
く
り
は
人
e

つ
く
り
に
あ
る
と
し
て
、
人
口
の
減
少
・
過
疎
化
・
高
齢
化
の
中
で
、
社
会
教
育
の
総
合
拠
点

で
あ
る
公
民
館
を
は
じ
め
、
各
種
社
会
教
育
団
体
の
育
成
、
活
性
化
に
努
め
て
き
た
。

第
一
節

公
民
館
活
動

中
央
公
民
館
と
村
内
六
小
学
校
区
単
位
の
地
域
公
民
館
に
よ
り
地
道
な
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。



盆
踊
り
大
会
・
敬
老
行
事
・
運
動
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
活
動
の
中
心
と
な
っ
て

い
る
が
、
公
民
館
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
活
動
が
な
さ
れ
て
お
り
、
盆
栽
教
室
や
書
道
教
室
の
ほ
か
に
、
最
近
で
は
カ
ラ
オ
ケ

大
会
な
ど
も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
の
連
帯
意
識
の
高
揚
と
地
域
の
活
力
を
高
め
る
意
欲
の
盛
り
上
げ
に
役
立
っ
て
い
る
。

社会教育

木坂田

第 3章

田 土
美
)11 
村
公
民
館
長

氏
下

久

社
会
教
育
主
事

氏
田中

局乙
.ll.LL 

美
)11 
村
f.'.， 
A 

民
館
主

1一一一事

氏
居

勝

野

典
名名名

敬

四
/¥ 

清

四
九
、
四
、

重

五
三
、
四
、

竹

四
九
、
四
、

孝

五
回
、
四
、

期

氏

間

ベア
寸コ

一O
、
一
i
五
O
、
四
、
六

新

谷

養

一

mω 

氏

名

間

一
i
五
三
、
三
、
三
一

高

橋

一
i
五
八
、
三
、
三
一

期

氏

名

H
l
d
 

E
 

n
HE
I
 

一
i
五
四
、
三
、
三
一

上

定

猪

一
1
五
八
、
三
、
三
一

w
b・

白州

期

間

五
O
、
六
、
二
一
二

1
現
在

五
九
、
四
、

幸

五
八
、
四
、

期

間

一1
現
在

知j

間

一1
現
在
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美}西11 東) 11 七仕
館名

)11 

九四1 七四1 
六O 五五五五九四

五一1 九四1 
八1 五1 三f ~ 年

五四 五五五五五。 五。
度
館

一八 九七四二

一ノ 伊藤 西田 福原 原谷 木山 井上 木山 大野 水
氏 長

宮田昌 忠興

フじ

孝一 市義 一郎 重徳 秋義 徳重
清 名
一勇

四 五九 五五五四
五九1 五七1 五五1 五三1 五一1 九五。回1 /¥ 

七1 三1 一1 九1 年

主
五。 五五五五。 五五五五 度

八六二 八六四二

天野
川中 押栄太郎岡 佐藤 川中 井上

子金 橋高 水清 大西 猪上 橋高
氏

秋
夫良 保昌 夫良 義秋 幸重 房俊 幸男 和孝 幸定 裕

名
一

黒藤)11 美j南11 美j西11 名館

五四 五九 五五五五，四 六。 五五五五五

七1 七1 七~\ 五1 三1 一1 入1 八1 八六1 四1 二1 年

五五 五五五五五。 五 五五五 度 館

八六 八六四二 九 七五三

土居 野田 猪野川崎高岡 川崎 土坪 丹波水本片竹山西谷
氏居内 岡口下

敏雄 正弐 善晴 清隆 一明 清隆寛 要 松清美一 博渉 喬 夫利
名

五四 五九五五五五九四 五九 五五五五

一1 七1 七1 五1 三f ~ 七1 五1 三f ~ 年

五四 五O 五五五五五。 五五五五 度 主

八六四二 八六四二

玉井 高山 速山 成川 居土 和泉 村山 城山 松浦 栗下 大南 西森 栗下
氏 事

春鬼 稔明 豊 夫勇 勝竹 吉信 利一 文照 鹿雄 正 嘉徳 福夫 孝宗 名

地
域
公
民
館
長
及
び
主
事
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箆 黒藤) 11 館名

五四
五九

三1 九1 年

五五 度
館

四二

西本 千代保久 玉井
氏 長

一一 春鬼
名

集郎

五回 五五

一1 七1 九1 五1 年

五二 五O Ii. 度
主

j¥、

新宅隆盛 栄古代比良

田菅
lllf 氏 事

典孝 重民 名

箆

五九1 五五1 年

玉 ~ 
館

j¥ 

小 土岐
氏 長野

優 博隆
名

五九 五五

五1 三1 年

五五 度
主

八四

倉小 小居中
氏 事野P

一夫 優 吉留
名

生
活
改
善
運
動

公
民
館
活
動
の
一

環
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
た
「
生
活
合
理
化
運
動
」
は
、
時
代
の
推
移
を
経
て、

「
生
活
改
善
運
動
」
と
変
わ
っ

て
い
っ
た
。
こ
れ
も
「
物
か
ら
心
ヘ
」
の
転
換
と
言
え
よ
う
。

日
常
生
活
の
中
か
ら
無
理

・
無
駄
を
な
く
し
、
相
手
に
物
を
贈
る
こ
と
よ
り
ま
ご
こ
ろ
を
伝
え
よ
う
と
の
発
想
で
あ
ら
ゆ
る
運
動
が

社会教育

展
開
さ
れ
た
。

冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
の
一
環
と
し
て
、
香
典
返
し
や
お
見
舞
い
返
し
の
廃
止
、
花
輪
・
弔
旗
の
廃
止
を
呼
び
掛
け
、
祝
儀
・
不
祝
儀

の
ポ
チ
袋
を
共
同
印
刷
し
、
公
民
館
を
通
じ
て
各
戸
に
有
償
配
布
し
、
生
活
改
善
運
動
の
趣
旨
を
啓
も
う
し
た
。

第 3章
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催
し
た
。

夏

季

大

学

228 

昭
和
四
七
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
夏
季
大
学
は
、
そ
の
後
も
成
人
教
育
や
生
涯
教
育

が
盛
ん
に
叫
ば
れ
る
中
で
、
毎
年
七
・
八
月
に
三
夜
、
中
央
集
会
所
を
会
場
に
開
講

夏季大学

さ
れ
た
。

講
師
団
は
、
主
に
松
山
市
近
郊
か
ら
招
き
、
時
事
問
題
を
は
じ
め
健
康
問
題
、
教

育
、
産
業
、
歴
史
上
の
人
物
像
等
々
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
そ
の
時
期
に
即
応
し

た
講
演
を
開
き
学
習
し
た
。

五
六

・
五
七
年
に
は
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
伴
い
、
中
央
集
会

所
が
取
り
壊
さ
れ
た
た
め
、

旧
村
単
位
の
三
会
場
に
分
か
れ
て
開
講
し
た
。

五
八
年
は
、
改
善
セ
ン
タ
ー
の
新
築
落
成
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
県
教
育
委

員
会
や
愛
媛
新
聞
社
と
の
共
催
で
、
愛
媛
夏
季
大
学
を
同
セ
ン
タ

ー
大
ホ
I
ル
で
開

放
送
タ
レ
ン
ト
の
三
国
一
朗
を
招
い
て
、
「
職
業
と
し
て
の
タ
レ
ン
ト
」
と
題
す
る
講
演
を
三

O
O人
が
聴
講
し
た
が
、

諾:

演
内
容
が
少
々
期
待
は
ず
れ
で
あ

っ
た
と
の
感
想
が
多
く
聞
か
れ
た
。

五
九
年
に
は
、
従
来
の
一
会
場
で
三
夜
方
式
で
開
講
し
、

一
回
平
均
九

O
人
が
受
講
し
て
六

O
人
が
皆
勤
し
た
。



高
齢
者
大
学

ら
な
い
時
代
と
な
っ
た
。

「
高
度
先
端
技
術
、
情
報
化
時
代
」
を
ど
う
生
き
抜
く
か
、

社
会
の
変
化
に
伴
い
、

今
日
で
は
生
涯
を
通
じ
て
学
習
し
な
け
れ
ば
な

昭
和
四
七
年
か
ら
「
老
人
大
学
」
が
開
設
さ
れ
、

社会教育~~ 3章

五
四
年
か
ら
「
高
齢
者
大
学
」
に
名
を
改
め
て
年
に
三
回
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の

大
学
に
は
、
毎
回
一

O
O名
を
超
え
る
受
講
者
が
あ
り
、
年
間
の
三
回
と
も
に
受
講

し
た
者
に
は
皆
勤
賞
と
し
て
賞
状
と
粗
品
が
贈
ら
れ
て

い
る
。

老
後
の
健
康
は
心
と
体
と
頭
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
も
高
齢
者
大

学
に
参
加
し
て
、
明
る
く
楽
し
い
毎
日
を
送
ろ
う
と
受
講
生
は
意
欲
お
う
盛
で
あ

る。

高齢者大学
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四

同

和

教

育

230 

江
戸
幕
府
が
身
分
制
度
の
中
で
政
治
的
に
作
っ
た
被
差
別
部
落
に
か
か
る
同
和
問
題
は
、
解
決
さ
れ
ぬ
ま
ま
存
続
し
て
い
た
が
、
昭

和
四

O
年
の
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、

問
題
の
早
急
な
解
決
は
国
の
責
務
で
あ
り
、
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
、

四
四
年

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
引
き
続
き
五
七
年
に
地
域
改
善
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
、
差
別
解
消
へ
の
あ
ら
ゆ
る
施

策
が
講
じ
ら
れ
た
。

同
和
地
区
を
持
た
な
い
美
川
村
に
お
い
て
も
、
こ
の
問
題
を
国
民
的
課
題
と
し
て
と
ら
え
、
四
九
年
に
美
川
村
同
和
教
育
協
議
会
が

発
足
し、

差
別
解
消

へ
の
学
習
と
啓
も
う
活
動
が
学
校
教
育

・
社
会
教
育
の
場
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

第
二
節

幼

児

教

育

昭
和
コ
二
年
度
に
幼
児
学
級
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
木
村
の
幼
児
教
育
は
、
そ
の
後
週
一
回
か
ら
二
回
へ、

隔
日
か
ら
全
日
保
育
へ

で
は
、

五
0
年
代
に
入
り
、
幼
児
の
減
少
に
よ
り
、
四
・
五
歳
児
の
混
合
保
育
の
園
も
増
え
、
二
箆
保
育
園

ぜ
ロ

五
五
・
五
六
年
度
は
、
園
児

O
と
な
り
休
園
し
て
い
た
が
、
五
七
年
度
に
一
名
の
入
園
が
あ
り
再
開
さ
れ
た
。

と
急
速
な
高
ま
り
を
見
せ
た
が
、

園
児
数
の
減
少
に
よ
る
小
規
模
園
の
短
所
を
補
う
た
め
、

五
五
年
度
か
ら
村
内
の
全
園
の
交
流
保
育
を
年
一
回
開
催
す
る
ほ
か
、

三

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
の
交
流
保
育
も
行
っ
た
。
五
九
年
度
は
、
夏

・
秋
の
二
回
全
園
合
同
の
交
流
保
育
を
行
っ
た
。

ま
た
、

五
五
年
度
か
ら
松
山
見
学
遠
足
も
年
少
・
年
長
い
っ
し
ょ
に
実
施
し
て
い
る
。



美
川
西
保
育
園
は
、
県
教
育
委
員
会
の
指
導
も
あ
り
、

五
六
年
度
か
ら
美
川
西
幼
稚
園
と
な
っ
た
が
、
他
の
保
育
園
に
お
い
て
も
幼

稚
園
の
教
育
課
程
と
同
様
の
保
育
が
な
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
幼
稚
園

・
保
育
園
の
園
長
は
、
引
き
続
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
小
学
校
長
に
委
嘱
し
て
、
学
校
教
育
の
か
た
わ
ら
、
幼
児
教
育
に

も
そ
の
専
門
的
知
識
と
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
、
保
母
や
園
児
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、
四
九
年
度
か
ら
黒
藤
川、

五
0
年
度
か
ら
美
川
西
及
び
美
川
南
、
五
三
年
度
か
ら
仕
七
川
に
そ
れ
ぞ
れ
独

立
園
舎
が
整
備
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
保
育
が
な
さ
れ
て
い
る
。

仕
七
川
保
育
園

久

五一

1
五
二

重

上

野

長

社会教育

五五五九四 年
八 五二

五1 五五1 五
九七四一 度

玉玉中向 園

井井矢井
長

時洋

康 三 喬 三 氏

名

五五五五。年
九1 六1 三1 
五五五
八 五二 度

水新武影 園

田山智浦
長

敏 繁 敏

康賢 雄博 氏

名

231 

五
三
j
五
五

+世間

茂

日主
同

五
六

1
五
七

j¥ 

石

武

雄

五
八

1
五
九

新

居

田

美
川
西
幼
稚
園

東
)11 
保
ョk
同

国

長

氏

名

年

度

園
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l
 
l
 

'E
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崎

清

規

四
人

1
五
O



美
川
南
保
育
園

五
0
1
五
三

箆
保
育
園

宮

下

綱

夫

五五五九四 年

八1 五1 二1 
五五五五
九七四一 fJF 』

高 近上土 園

橋藤岡居
長

良哲通

{;百倍男昌 氏

五
回

1
五
六

高

野

忠、

夫

232 

五
七
;

米

子

安

男

一四|年 目
園八黒

児 s1 1藤
数五 I) 11 

り 01 度 |笠
Jj%. I 同
移一一一一一国

園

長

氏

名

五五五五四九五
年

九1 七1 五1 三1 
五五五
八六四二 度

米武休石田 園

子智 崎本
長

女_._ 芳

男修園蕊夫 氏

名

竹

田

清

五四 三五 五二 五一 五O 年度

一一一一 一 育保園仕七川

0 二六六九

一 一 噌-・ ーーーー圃. 保育園東]11 
一一一

五九三=九

一一一一一 幼稚圏美川西

四一五六=

一一一一 保育園美川南

九四四一六

一一一 保育園黒藤川

六七 O 一一

一四四五七

保言品金支-箆一a 

一
六七九九 O 言十
五 七 一 六

五五五五五 年度
九八七六五

=六 o0 九
保育園仕七川

一 一 一一 保育国東川

二八一四五

一 書品八六六九=

五五六七六
保育園川美南

二二四六七

保育園川黒藤

四一一 o0 
保育園一箆一

四三四五六計
四八八六 O
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仕
七
川
保
育
園

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

年
度

内

容

年
度

五

遊
戯
室
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
工
事

五

園
舎
新
築

五
回

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
購
入

五
九

主
要
行
事

郡村村
幼内内
連交幼
夏 流児
季保教
研育育
究研
会究

会

年
度

内

~・
廿

年
度

五

五
七

五
回

五
八

東
川
保
育
園

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

内

..... 
fゴ・

ピ
ア
ノ
購
入

砂
場
拡
張
及
び
砂
の
入
替
え

ス
ト
ー
ブ
二
台
購
入

内

同h

fコ・

上
浮
穴
郡
教
育
研
究
大
会

(
幼
・
保
の
部
〉

村
内
幼
児
教
育
研
究
会

233 



H 由

1=1" 

年
度

内

H 骨

廿

年
度

内

234 

五

保
育
室
・
床
の
張
り
替
え

五
六

保
育
室
壁
面
補
修

五
四

廊
下
の
床
新
設
〈
土
間
〉

主
要
行
事

五五五
年度

七六一

内

P廿8司

五 五
年度九八

仕七J保育闇11 東川佐七
内

移へ動保育 j合保育同11 

廿，..，.，. 

「一¥ 

A寸期斗一

か

週ら

一
回

美
川
西
幼
稚
園

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

年
度

内

同古

廿

年
度

内

，..，.，. 

'fr 

五。
美
川
西
へ
き
地
保
育
所
新
築
落
成

五
九

ホ
ー
ル
床
張
替
え
、
カ

ー
テ

ン
取
替
え

以
来
内
部
設
備
等
年
々
計
画
的
に
充
実



主
要
行
事

年
度

内

~・廿

美
川
村
内
保
育
研
究
会

・
美
川
村
内
交
流
保
育
を
毎
年
開

{雀

社 会教育第 3章

年
度

内

.-，4 

廿

五
九

郡
幼
連
夏
季
研
究
大
会

特
記
事
項

O
幼
稚
園
誕
生

昭
和
五
六
年
度
か
ら
、
美
川
西
へ
き
地
保
育
所
が
美
川
西
幼
稚
園
と
し
て
発
足
、

名
実
と
も
に
幼
児
教
育
の
中
心
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
発
揮
し
現
在

に
至
っ
て

い
る。

美川西幼稚園

四

美
川
南
保
育
園

施
設

・
設
備
の
充
実
状
況

年
度

保ス園ピ
育チ児ア
園 l用 ノ
ル腰購
給ハ掛入
食ウ購
室ス入
間八
渡物
り置
廊〉
下 購
工 入
事

235 

内

..._ 
桂

五一五三
五
五
五
六



主
要
行
事

236 

五五
年度五一

内

r在r与，

五 年度ー/'¥ 

る。 児数園

一 内

0 名以下

の
た
め H廿唖

四

歳児混保育五合

な

五

黒
藤
川
保
育
園

施
設
・
設
備
の
充
実
状
況

年
度

凶『

管

内

五
九

カ
ー
テ
ン
取
り
替
え

主
要
行
事

年
度

潮交
干通
狩安
(全
壬 教
生 室
川 実
)施

年
度

作』

廿

内

l"'Ar-

廿

内

五。

五

海
水
浴
(
梅
津
寺
〉

五

海
水
浴

(
梅
津
寺
〉

五

二
箆
保
育
園
と
の
交
流
会

親
子
遠
足



五 五五
七 六五

二 窺子 親子 通安全教室交 母保

箆保育園ヵ、 ふれあ みか 名ーと

週ら 教室い ん狩り なる

一

来国保育日

五五
九八

八移動保育 で〉 来圏保育日

学期

か

〉ら

社会 教育第 3章

年
度

-L品
/， 

二
箆
保
育
園

施
設

・
設
備
の
充
実
状
況

年
度

一一

保
育
室
の
照
明
増
設

同 T・
廿

年
度

内

'""" qコ・

内

五
七

保
育
室
へ
親
子
電
話
増
設

五。

園
児
用
の
ト
イ
レ
に
改
造

置

主
要
行
事

内

'*・

廿

'""" 廿

年
度

内

五。

237 

黒
藤
川
保
育
園
と
交
歓
会
(
堂
ケ
森
)

五

村
内
幼
児
教
育
研
究
会



五
五
五
六

在
籍
園
児
な
く
休
園

黒
藤
川
保
育
園
へ
移
動
保
育
(
週
一
回
)

238 

五
七

入
園
児
一
名
再
開
す
る

第
三
節

青

年

教

育

過
疎
化
の
進
む
中
で
、
特
に
青
年
層
の
減
少
は
、

農
山
漁
村
に
お

い
て
は
、
ど
こ
も
深
刻
な
悩
み
で
あ
る
。

本
村
の
青
年
団
活
動
は
、
昭
和
五

0
年
代
に
入
り
、
団
員
数
は
減
っ
た
も
の
の
分
団
の
活
動
は
活
発
に
行
わ
れ
た
。
月
一
回
の
定
例

会
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
・

奉
仕
作
業
・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
分
団
独
自
の
活
動
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
地
域
ご
と
の
盆
踊
り
大

会
や
公
民
館
の
運
動
会
な
ど
に
参
加
、
協
力
と
い
う
形
が
定
着
し
始
め
た
。
そ
ん
な
中
で
分
団
交
流
会
を
年
度
当
初
に
も
ち
、
同
じ
美

川
の
青
年
団
員
と
し
て
の
意
識
の
統

一
を
図
っ
て
い
る
。

昭
和
五
七
年
青
年
団
は
、
上
浮
穴
郡
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
で
優
勝
し
、
念
願
の
県
大
会
出
場
を
果
た
し
た
。



ま
た
、

五
九
年
夏
、
地
域
公
民
館
ご
と
の
盆
踊
り
と
は
別
に
、
中
央
に
お
い
て
第
一
回
美
川
村
納
涼
盆
踊
り
大
会
が
、
青
年
団
主
催

で
行
わ
れ
た
。
当
日
は
、
村
主
催
の
み
か
わ
川
ま
つ
り
と
し
て
、
花
火
も
打
ち
上
げ
ら
れ
、
婦
人
会
の
応
援
で
踊
り
の
輪
も
に
ぎ
や
か

に
盛
大
な
大
会
と
な
っ
た
。

五
六
年
か
ら
、
婦
人
と
青
年
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
婦
人
会
、
青
年
団
の
役
割
や
互
い
の
立
場
か
ら
見
た
「
美
川
村
の
将

来
像
」
等
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

社会教育第 3章

年
度

五。五五五五四五五五六五七五八五九 美
川
村
青
年
団
長

成岡成金
p ん 司.

京
、4
J!R 中古安伊

氏
)11 士仇

r

J
庁
l
)11 子宅山平見宅日事

名

百
刀烈l勇幸鉄H二位

円
-=-ノ."千品十回向

夫人夫重夫豊態敏義行

現
在
、
青
年
団
は
、
四
分
団
六

O
名
で

あ
る
。
ま
た
、
従
来
か
ら
小
学
校
区
ご
と

に
開
設
さ
れ
て
い
た
青
年
学
級
は
、
青
年

の
減
少
に
伴
い
、
東
川
・

黒
藤
川
地
区
で

青年と婦人の交流会

は
、
開
設
で
き
な
い
年
が
続
い
た
が
、
五

九
年
に
は
、
六
学
級
が
そ
ろ
っ
て
開
設
さ

れ
た
。

第
四
節

婦

人

教

育

近
年
、
美
川
村
内
に
も
従
来
か
ら
の
土

239 

木
建
設
作
業
の
ほ
か
に
縫
製
工
場
や
久
万



美
川
村
婦
人
会
長

五五
年

?子壬主き
五一

度五

大武山波小
よZミ』

原 田本 辺 倉
長

五月 嬉美子 鶴子田 子ュキ 恵美子 氏

名

町
の
電
気
工
場
な
ど
の
働
く
場
の
増
加
に
伴
い
婦
人
の
就
労
形
態
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
た

240 

こ
と
な
ど
に
よ
り
、

一
時
六

O
O人
を
超
え
て
い
た
美
川
村
婦
人
会
の
会
員
は
、
五

0
年
代

に
入
り
半
減
し
、

各
小
学
校
区
ご
と
に
支
部
を
組
織
し
て
い
た
が
四
九
年
か
ら
東
川
支
部
が

地
域
内
で
の
活
動
に
と
ど
ま
り
、

五
支
部
と
な
り
会
員
の
減
少
に
更
に
拍
車
を
か
け
、

五
九

年
か
ら
二
箆
支
部
も
同
様
な
状
態
と
な
り
、
現
在
、
全
村
で
一
六

O
人
と
一

0
年
間
で
四
分

の
一
に
激
減
し
た
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
本
村
だ
け
で
な
く
、

全
県

・
全
国
的
な
問
題
で

も
あ
り
、
地
域
婦
人
会
の
重
要
性
、
活
性
化
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

五
八
年
に
は
、

婦
人
会
O
B
も
含
め
て
、
「
高
齢
化
社
会
に

対
応
し
て
、

熟
年
婦
人
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
」
と
、

年
聞
を
通
し
て
熟
年
学
級
を
開
設
し
た
。

ま
た
、

婦
人
会
の
ほ
か
に
、
小
学
校
区
単
位
に
婦
人
学
級
も
開
設
し
て
、

婦
人
と
し
て
、
母
と
し
て
、
女
と
し
て
の
生
き
方
を
学
ぶ

た
め
に
、

多
種
多
様
な
学
習
を
根
気
強
く
継
続
し
て
い
る
。

生

活

学

校

村
婦
人
会
の
中
心
的
な
活
動
と
し
て
、

毎
年
四、

五
回
開
設
さ
れ
、

一
部
の
地
域
で
行

っ
て
い
た
も
の
を
中
央
一
か
所
に
統
合
し
て

開
催
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
調
理
実
習
・
ミ
ニ
バ
レ

l

・
清
掃
活
動
・
正
月
用
ミ
ニ

盆
栽

・
健
康
問

題
等
々
、
毎
回
三

0
1四
O
人
の
受
講
生
で
継
続
的
に
開
議
さ
れ
て
い
る
。



社会教育

ふ
れ
あ
い
結
婚
式
(
会
費
制
〉

調理実習後試食する生活学校の受講生

都
会
で
の
ブ
ラ
イ
ダ
ル
産
業
の
盛
況
に
よ
り
、
年
々
結
婚
式
の
派
手
さ
が
問
題
に

な
る
中
で
、
本
村
に
お
い
て
も
過
去
に
公
民
館
結
婚
式
が
実
施
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た

が
、
い
つ
の
こ
ろ
か
停
止
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、

五
七
年
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
よ
り
、

結
婚
式
場
・
設
備
が
整
備
さ
れ
、

セ
ン
タ
ー
で

結
婚
式
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
婦
人
会
を
中
心
に
会
費
制
結

婚
式
が
提
唱
さ
れ
、
先
進
町
村
の
事
例
に
学
ん
で
検
討
を
加
え
制
度
化
し
て
、

五
九

年
一

O
月
と
一
一
月
に
会
費
制
結
婚
式
の
第

一
号
、
第
二
号
が
相
次
い
で
挙
行
さ
れ

た。
婦
人
会
を
中
心
に
青
年
団
・

V
Y
S
の
協
力
を
得
て
、

実
行
委
員
会
を
組
織
し
運

現
段
階
で
は
、
会
費
制
と
従
来
の
結
婚
式
の
二
本
立
て
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
徐
々
に
一
本
化
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

営
さ
れ
、
「
ふ
れ
あ
い
結
婚
式
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

第
五
節

P 

T 

A 

第 3章

児
童

・
生
徒
が
減
少
す
る
中
で
、
同
様
に
P
T
A
会
員
も
減
少
し
た
が
、
逆
に
P
T
A
の
果
た
す
役
割
、
課
題
は
大
き
く
増
大
し
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P
T
A
会
長

55 50 
年度59 58 57 ~ ~ 49 連美

56 54 

猪土石藤堀田
JII 

氏 合村

野居 元 本尾上 ~ミ'- p 
整区=1 幸 幸 T 

晴修勲郎忍吉
名 長 A

57 54 51 
年度59 S ~ ~ 50 仕

58 56 53 
七

吉沖藤高篠 JII 氏

中中本岡原 中

光 寿幸
ρ弓ばーら

春夫 郎稔扱
名 校

56 54 52 50 
単

59 58 ~ ~ ~ ~ 年度 美
57 55 53 51 

J I1 

猪中石 山一光 位

ノ 氏
央

野山元村 宮 田
中

善邦 治照 学
P 

晴夫勲夫昌有 名
校

57 55 48 T 

~ ~ s 年度 黒
59 56 54 

藤
阿玉堀

氏 )11 
A 

川 井尾 中

正 春
戸三主t

三ヱ=込z 

光鬼忍 名
校

58 51 45 
年度

長
~ 57 56 55 S ~ 仕
59 54 50 

七
松吉猪片坂団

氏 ) 11 

下中上岡口上

日光一邦鶴 ~比-

夫出 春男吉男健 名 校

58 56 53 51 48 
年度~ ~ s ~ ~ 東

59 57 55 52 50 

岡久保中西谷福
JII 

氏

林 田原原

博 孝 一市 AづA一

文 登 一郎 義
名 校

58 56 54 52 50 年度
s ~ ~ ~ ~ 美
59 57 55 53 51 

JII 

(教育振興会〉 田栗石丹大 H正a 

西

中下元 波野

盛宗 松和 寸，>u.一

重孝勲清男 名
校

単
59 57 55 53 51 49 年度
~ ~ ~ ~ ~ ~ 美
58 56 54 52 50 

) 11 

山 士伊猪田中氏 南
位

村 居藤野 本平

手リ 博善豊 戸六t P 

一 修文晴弘瞭名
校

56 50 年度
T 

~ ~ 黒
59 55 

藤

釣畝氏 Jll A 

井

徳 繁 戸寸注ι一
ぷヱミ'-

雄雄名 校

58 56 54 52 50 年度 長 l

~ ~ ~ ~ ~ 一
59 57 55 53 51 

大 栄 二西中
」AEzu討

氏

野代宮本居

国比古良富

寸，>u.三a

男 好悟強名 校
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た
。
都
会
の
学
校
で
は
、
校
内
暴
力
・

家
庭
内
暴
力
・
非
行
の
低
年
齢
化
と
青
少
年
を
取
り
巻
く
諸
問
題
が
激
化
す
る
中
で
、
美
川
村

で
は
、
目
に
見
え
た
非
行
は
ほ
と
ん
ど
発
生
し
な
か
っ
た
が
、
非
行
の
芽
を
事
前
に
摘
み
取
り
、
健
全
な
育
成
を
図
る
べ
く
「
我
が

子
、
人
の
子
、
隔
で
な
く
」
の
精
神
で
「
愛
の
一
声
運
動
」
を
は
じ
め
と
す
る
運
動
を
展
開
し
た
。

親
と
教
師
の
学
習
集
団
と
し
て
、

毎
年
七
月
に
村
P
T
A
研
究
大
会
を
開
催
し、

会
員
の
研
修
を
積
み
重
ね
て

い
る
。
ほ
か
に
も
郡

P
T
A
研
究
大
会

・
地
区
別
大
会

・
県
大
会
も
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

各
単
位
P
T
A
か
ら
数
名
ず
つ
参
加
し
て
学
習
し
、

青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
指
し
て
、
学
校
教
育
及
び
教
育
施
設
の
整
備
に
後
援
団
体
と
し
て
、
地
味
で
は
あ
る
が
着
実
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

第
六
節

社

会

体

育

夜
間
照
明
施
設

昭
和
五

O
年
八
月
、
久
し
く
村
民
の
待
望
で
あ
っ
た
夜
間
照
明
施
設
が
、
仕
七
川
中
学
校
運
動
場

(約
五
七

0
0平
方
メ

ー
ト
ル
)
に

完
成
し
た
。

社会 教育

こ
の
施
設
は
、
工
費
四

O
O万
円
で
、
六
基
の
柱
、
三
六
の
水
銀
灯

〈
三
六
キ
ロ
ワ

ッ
ト〉

の
投
光
器
が
備
え
付
け
ら
れ
、
実
測
平
均

照
度
二
一

O
ル
ッ
ク
ス
で
郡
内
最
高
の
明
る
さ
を
誇

っ
た
。

五
八
年
八
月
に
は
、
美
川
中
央
中
学
校
に
も
、
工
費
六
三
九
万
円
で
、

五
基
の
柱
、

二
O
の
投
光
器
(
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
メ
タ
ル

ま
た
、

第 3章

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
五
チ

l
ム、

野
球
グ
ラ
ブ
七
チ

l
ム、

ハ
ラ
イ
ド
ラ
ン
プ
)
が
完
成
し
、

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
一
チ

l
ム
が
相
次

243 

し
で
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
広
く
社
会
体
J

育
の
振
興
と
、
村
民
の
体
力
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。



郡
社
会
人
総
合
体
育
大
会
の
成
績

(@
優
勝

O
準
優
勝
)

夜間照明施設〈中央中学校〉

県
民
体
育
祭
へ
の
出
場

244 

上
浮
穴
郡
社
会
人
総
合
体
育
大
会
で
、
優
勝
又
は
準
優
勝
を
し
て

初
め
て
県
民
体
育
祭
へ
の
出
場
権
が
獲
得
で
き
、

県
民
体
育
祭
(
県

大
会
)
へ
の
壁
は
厚
い
も
の
が
あ
る
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
l
グ
大
会

昭
和
五

O
年
に
仕
七
川
に
バ
レ

l

九59 56 55 54 50 

男

ノ、。 。
レ

子

女
ボ。。。

( 七〉仕JII 〈美j西〉li 〈仕j) 七11 
ノレ

子

男

卓。 。
子

女

。。
球

子

ソ
フ。 ト
ボ

ノレ



け
で
は
物
足
り
な
い
、

ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
熱
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
で
、

年

一
回
の
公
民
館
主
催
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
だ

五

O
年
五
月
か
ら
パ
レ

ー
ボ

l
ル
リ

l
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
だ
れ
で
も
が
参
加
で
き
る
大
会
を
と
、
体
育
指
導
委
員
が
優
勝
杯
を
寄
贈
し
て
、

こ
の
リ

l
グ
大
会
は
、
春
秋
の
年
二
回
で
す
べ
て
夜
間
に
行
わ
れ
て
お
り
、
第
一
回
大
会
の
出
場
チ

l
ム
は
七
チ

l
ム
で
、
五
七
年

の
一
五
回
大
会
で
は
男
子
一

O
チ
l
ム
、
女
子
六
チ

l
ム
の
参
加
数
を
数
え
て
い
る
が
、
近
年
や
や
低
調
ぎ
み
で
あ
る。

社会教育第 3章

クロッケ一大会

公
民
館
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

一
O
月
一

O
日
の
体
育
の
日
記

念
行
事
と
し
て
、

五
四
年
か
ら
、

少年スキークラブの講習会

公
民
館
主
催
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

」
の
大
会
は
、
日
ご
ろ

ス
ポ
l

ツ
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
が

一
人
で

も
多
く
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
ダ

イ
ゴ
味
を
満
喫
し
て
も
ら
い
、
公

民
館
下
住
民
の
親
睦
と
体
力
づ
く

り
を
目
的
と
し
、

チ
ー
ム
作
り
に

245 

お
い
て
も
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
村
内



年
美
川
村
体
育
指
導
委
員

氏

四
七

1
五
四

四
八

1
五
O

四
九
j
五
二

四
九
i
五
二

四
九
i
五
二

四
九
i
五
二

四
九
i
五
六

五一

1
五
八

五
三

1
五
八

五
三

1
五
六 度

城小中 平 佐梶松土 清渡

山 倉家 柳藤家田居水部

一 幹幸照一好章昌

名

五
三
j
五
六

五
三
j
五
六

五
五
j

五
七

i

五
七
j

五
七

i

五
七
j

五
九
j

五
九
i

度

伊村土岡下中安石大
氏

藤 上 居 田方田 宅田堀

辰高菊昭繁公龍公

職
域
大
会
な
ど
で
投
げ
て
い
る
選
手
に
は
そ
れ
以
外
の
ポ
ジ
シ

246 

年

文夫 喜 一保修 幸雄男守

名

五
九
年
の
第
五
回

ョ
ン
を
、

チ
ー
ム
編
成
も
二

O
歳
代
三
名
、
三

O
歳
代
三
名
、

行三平行士明広進雄

四

O
歳
以
上
三
名
と
年
齢
を
制
限
し
、
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

大
会
運
営
に
し
て
お
り
、
村
内
各
種
ス
ポ

ー
ツ
大
会
の
中
で
も

最
多
参
加
者
の
四

O
O名
以
上
を
数
え
て
い
る
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

だ
れ
で
も
が
手
軽
に
で
き
る
パ
ド

ン
ト
ン

を
広
く
普
及
さ
せ
、
家
族
ぐ
る
み
の
ス
ポ
ー
ツ
化
を
目

指
し
て
、

五
五
年
四
月
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る。

第
一
回
大
会
は、

四
七
名
の
参
加
者
で
、

ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会

大
会
で
は
二
二
名
と
な
り
、
目
標
に
反
し
て
参
加
者
の
固
定
化
と
減
少
が
見
ら
れ
て
い
る
。

五
七

五
五
年
こ
ろ
か
ら
村
内
各
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
に
お

い
て
ク
ロ
ッ
ケ

l
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

年
八
月
に
第
一
回
ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
村
老
連
会
長
の
団
上
貢
か
ら
優
勝
ト
ロ

フ
ィ
ー
、
準
優
勝
盾
が
寄
贈
さ
れ
、
毎
年
こ
れ
を
獲
得
す
べ
く
各
地
域
で

季
節
を
問
わ
ず
練
習
が
な
さ
れ
て

い
る
。

五
九
年
の
第
三
回
郡
大
会
で
は
、
仕
七
川
チ

I
ム
が
準
優
勝
を
獲
得
し
た
。



四

少
年
ス
キ

i
ク
ラ
ブ
の
結
成

四
三
年
に
美
川
ス
キ
l
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
い
る
が
、
四
国
一
を
誇
る
美
川
ス
キ
l
場
を
持
ち
な
が
ら
、
将
来
を
担
う
有
望
な
選
手

が
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
将
来
の
国
体
選
手
を
養
成
し
よ
う
と
、
村
内
小
中
学
生
を
対
象
に
少
年
ス
キ
l
ク
ラ
ブ
が
結
成
さ
れ
た
。

ま
た
同
時
に
「
父
母
の
会
」
も
発
足
し
、
こ
の
グ
ラ
ブ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
ベ
く
活
動
計
画
の
作
成
、
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
そ
の
成
果
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。

五

菅
甲
子
良
が
文
部
大
臣
感
謝
状
を
受
賞

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
に
対
す
る
五
九
年
度
文
部
大
臣
感
謝
状
が
、
菅
甲
子
良
(東
古
味
)
に
贈
ら
れ
た。

昭
和
二
五
年
か
ら
青
少
年
の
剣
道
指
導
や
非
行
化
防
止
に
活
動
さ
れ
、
酷
寒
の
寒
稽
古
、
猛
暑
の
土
用
稽
古
な
ど
年
聞
を
通
じ
青
少

年
の
健
全
育
成
に
励
ま
れ
て
お
り
、
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

社 会教育第3章
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第
四
章

文

化

第
一
節

文

レい，-
凋
4
E

・

財

祖
先
が
築
き
残
し
た
有
形
・

無
形
の
文
化
財
を
掘
り
起
こ
し
、
調
査
し
て
、
保
存
、
活
用
し
、
子
孫
に
伝
承
し
て
い
く
と
い
う
大
き

な
使
命
を
担
い
、
文
化
財
保
護
委
員
は
、
非
常
に
地
味
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

文
化
財
保
護
委
員
が
設
置
さ
れ
た
当
初
は
、

一
O
名
で
あ

っ
た
委
員
も
そ
の
後
六
名
に
縮
小
さ
れ
、

五
六
年
か
ら
村
の
非
常
勤
特
別

職
に
格
付
け
さ
れ
た
。

四
九
年
に
県
下
で
も
珍
し
い
郡
文
化
財
保
護
委
員
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
郡
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
郡
内
五
か
町
村

の
文
化
財
を
巡
回
す
る
郡
内
研
修
会
や
県
下
の
文
化
財
を
現
地
で
実
際
に
見
て
研
修
す
る
郡
外
研
修
会
を
継
続
し
て
開
催
し
、
委
員
の

資
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

木
村
に
は
、
上
黒
岩
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
文
化
財
が
数
多
く
あ
り
、
ま
だ
埋
も
れ
た
ま
ま
眠
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
を
発
掘
調
査
し
、
文
化
財
指
定
し
、
保
存
、
活
用
す
る
こ
と
を
今
後
も
永
久
に
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
現
在
の
木
村
に
お
け
る
指
定
文
化
財
は
、

五
八
年
一
月
新
た
に
村
指
定
と
な

っ
た
三
件
を
加
え
、
国
指
定
三
件
、

県
指
定
一

件
、
村
指
定
九
件
、
合
計
二
ニ
件
で
あ
る
。
こ
の
一

0
年
間
の
木
村
の
文
化
財
行
政
で
特
筆
す
べ
き
は
、
国
指
定
文
化
財
旧
山
中
家
住



年
美
川
村
文
化
財
保
護
委
員

氏

57 55 49 49 49 

S S 52 S 49 S ) 

度

フじ

宅
の
移
築
で
あ
ろ
う
。

名

54 52 

谷黒坪 小 森椴田

本原 川内 椋岡

伊通 審 芳

一 十
郎玄要郎一仁夫

年

度

氏

名

54 59 56 

59 55 53 53 49 49 

s s S S ) S 

西土光伊大竹

孟喜

志雄有寛和渉

口 居田藤西 口

武敏

指
定
文
化
財
一
覧
表
(
昭
和
五

O
年
以
降
異
動
の
あ
っ

た
も
の
の
み
)

キナ 県 国 種別指定

和五昭 和昭四
和昭 指

四
定/¥ 年/'¥ 

五年/'¥ 11 H 年 年

月 四月
月
月一 ーノ¥ 一。日 日 -1:::; 
日日

庭 史 名
建ユ物、d旦二
分

I! 

園 跡 勝 類

土居邸 宝笹 屋敷跡東川村梅木家旧

御
l|i日| 名

一 中

庭印 石 P * 住
閤塔垣〉 j訣 宅 称 i

大東 イ士
主在上，_._、P五、~ 所在地I! 

JII JlI 出

土下片 美 美
所

居 岡
I=t ) 11 ) 11 有

需 手リ

次組通 キす キす
者

所有者室和五主昭
所有者変更日和五O 年三sti 

備

月 月
五
日 考

化文芸春4章

249 



土居邸庭園を研修する郡内文化財保護委員

第
二
節

旧
山
中
家
住
宅

25() 

昭
和
四
七
年
六
月
に
上
黒
岩
遺
跡
周
辺
が
、
県
か
ら
「
岩
陰
文
化
の
里
」
の
指
定

を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
本
県
別
子
山
村
に
あ

っ
た
民
家
で
国
指
定
重
要
文
化
財
旧

山
中
家
住
宅
を
、
上
黒
岩
遺
跡
考
古
館
の
下
流
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
の
地
に
移
築
し

て、

上
黒
岩
遺
跡
と
と
も
に
保
存
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

代

」
の
民
家
の
由
緒
や
建
築
年
代
は
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
細
部
手

年
法
か
ら
推
定
す
る
と
一
八
世
紀
の
中
期
か
ら
末
期
ご
ろ
に
建
て
ら
れ
た
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

間

耳又

り

け
た
ゆ
き

建
物
は
、
桁
行
七
問
、
梁
間
三
間
半
の
規
模
で
、
向
か
っ
て
左
側

に
出
入
口
を
取
る
。
平
面
は
、
桁
行
に
三
分
し
、

い
ち
ば
ん
上
手
は
「
ざ
し
き
」
、

次
に
「
い
ま
」
を
取
り
、
こ
の
二
室
の
前
面
に
縁
側
を
つ
け
、

い
ち
ば
ん
下
手
は
表
側
に

「
ま
え
」
、

裏
に

「
お
く
」
を
と
，る。

間
口

の
住
宅
は
そ
の
特
色
が
特
に
顕
著
で
あ
る
。

一
間
半
、

奥
行
半
聞
の
土
聞
を
復
原
し
て
い
る
。
土
聞
が
狭
く
、
部
屋
を
一
列
に
並
べ
る
間
取
り
は
、
山
村
民
家
に
よ
く
あ
る
が
、
こ

構

造

上

屋

・
下
屋
か
ら
な
り
、
周
囲
の
下
屋
を
取
り
囲
ん
で
い
る
。
内
部
は
、
差
鴨
居
が
多
く
、
壁
は
板
壁
で
あ
る
。
小

す

む

な

つ

か

屋
は
叔
首
組
と
棟
束
を
併
用
し
て
い
る
。



工

事

方

針

工
事
は
解
体
移
築
工
事
と
し
、
解
体
に
当
た
っ
て
は
破
損
の
状
況
な
ど
調
査
に
綿
密
を
期
す
る
と
と
も
に
建
立
当

初
の
形
式
技
法
、
後
世
の
修
理
事
情
と
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
、
古
材
に
つ
い
て
は
す
べ
て
再
用
す
る
を
旨
と
し
て
、
古
材
及
び
新
材

な
ど
で
修
理
し
、
取
替
材
に
つ
い
て
は
旧
規
を
踏
襲
し
て
加
工
し
、

構
造
の
堅
固
、
部
材
の
強
靭
を
図

っ
た
。
な
お
資
料
の
確
実
な
後

世
の
改
変
箇
所
は
文
化
庁
の
指
導
並
び
に
許
可
を
得
て
現
状
を
変
更
し
、
可
及
的
に
建
立
当
初
の
姿
に
復
原
し
た
。

工
事
の
一
切
は
美
川
村
が
事
業
者
と
な
り
、
設
計
監
理
は
財
団
法
人
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
に
委
託
、
工
事
は
一
括
請
負
工

イヒ文銘4章

移築前の山中家住宅

事
と
し
て
実
施
し
、
総
事
業
費
二

七
三

O
万
円
を
も
っ
て
五
一
年
一

月
か
ら
着
手
し
た
。

工

事

経

過

工
事
実

施
に

移築後の旧山中家住宅

当
た
っ
て

は
文
化
庁
の
指
導
を
受

け
、
解
体
に
当
た
っ
て
は
事
前
に

綿
密
な
実
測
調
査
、
記
録
な
ど
資

料
の
収
集
、
写
真
の
撮
影
な
ど
を

行
い
、
解
体
中
に
お
い
て
も
こ
れ

ら
諸
調
査
を
続
行
し
、
三
月
末
に

解
体
、

運
搬
格
納
を
終
了
し
た
。
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解
体
調
査
の
結
果
、

後
世
改
変



技
術
協
会
が
五
二
年
三
月
編
集
の
「
重
要
文
化
財

第
三
節

文

化

活

動

地域文化祭で熱演する大川獅子舞

〈昭和58年11月松前町民会館〉

な
ど
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
判
明
し、
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山
中
家
住
宅
修
理
工
事
報
告
書
」
か
ら
引
用
し
た
。

復
原
案
が
ま
と
ま
り
、
文
化
庁
に

現
状
変
更
の
許
可
申

請

を
提
出

三味線・尺八・民詔の交流会

し
、
そ
の
許
可
を
得
て
実
施
設
計

を
た
て
工
事
を
進
め
た
。
ま
た
こ

れ
に
先
立
ち
三
月
中
旬
に
は
文
化

庁
か
ら
担
当
技
官
の
来
村
が
あ
り

復
原
指
導
を
受
け
た
。

昭
和
五
二
年
三
月
二
八
日
工
事

の
一
切
を
終
了
し
た
。

工
事
方
針
及
び
工
事
経

過
の
項
は
、
文
化
財
建
造
物
保
存

(
注
)

昭
和
五

O
年
か
ら
四
か
年
間
「
文
化
祭
」
が
、
村
-
公
民
館

・
婦
人
会

・
青
年
団
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
五
四
年
か
ら

「美



川
ま
つ
り
」
と
改
称
さ
れ
、
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
村
内
各
地
域
で
民
俗
芸
能
の
保
存
グ
ル
ー
プ
や
趣
味
活
動

の
グ
ル
ー
プ
が
次
々
と
結
成
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
活
動
し
て
い
た
が
、
文
化
団
体
相
互
の
連
絡
協
調
を
図
り
、
地
方
文
化
の
向
上
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

五
五
年
六
月
三

O
日
に
美
川
村
文
化
協
会
が
発
足
し
た
。

民
踊
・
舞

獅
子
舞
、
万
歳
、

民
謡
、

踊
、
三
味
線
・
尺
八
・
琴
、
吟
詠
、

書
道

・
絵
画
・
写
真
、
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
、
生
花
・
盆
栽
、
囲
碁
・
将
棋
・
か
る
た
の
一

O
部

門
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
す
る
ほ
か
部
門
同
志
の
交
流
会
な
ど
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

美
川
ま
つ
り
の
芸
能
発
表
会
や
作
品
展
示
を
最
大
の
発
表
の
場
と
し
て
い
る
が
、
松
山
教
育
事
務
所
管
内
の
地
域
文
化
祭
に
も
毎
年

い
ず
れ
か
の
団
体
が
出
演
し
、
郡
内
外
の
団
体
と
の
交
流
を
深
め
て
い
る
。
五
九
年
に
は
、
地
域
文
化
祭
が
木
村
で
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
六

O
年
三
月
=
二
日
に
は
、
美
川
村
合
併
三

O
周
年
記
念
文
化
祭
が
文
化
協
会
独
自
の
企
画
・
運
営
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

文
化
協
会
に
は
、
現
在
三
八
団
体
三
三
二
人
が
加
入
し
て
い
る
。
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